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鈴
木
其
一
筆
《
朝
顔
図
屏
風
》
―
場
を
演
出
す
る
仕
掛
け
に
迫
る
―

辻
野

伸
子

は
じ
め
に

鈴
木
其
一
（
一
七
九
六
～
一
八
五
八
）
は
、
幕
末
に
江
戸
で
活
躍
し
た
町
絵
師
で
あ
る
。
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
よ
り

琳
派
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、師
と
は
一
線
を
画
す
、
独
特
の
色
彩
感
覚
や
明
快
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
構
図
を
持
つ
其
一
の
作
品
は
、

近
年
ま
す
ま
す
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

其
一
後
期
の
代
表
作
《
朝
顔
図
屏
風
》（
図
1
、
2
、
以
下
《
朝
顔
図
》
と
略
す
）
も
、「
文
学
的
な
呪
縛
か
ら
逃
れ
て
、
自
ら
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
造
形
的
な
美
に
の
み
集
中
さ
せ
て
い
る(

1)

」
な
ど
、
造
形
性
を
追
求
し
た
作
品
と
し
て
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
金
地
の
大
画

面
に
群
青
と
緑
青
で
朝
顔
の
み
が
描
か
れ
、
背
景
を
深
読
み
せ
ず
と
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
つ
。
そ
の
造
形
的
な
類
似
性
か
ら
、
本
作

は
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
の
《
燕
子
花
図
屏
風
》
を
意
識
し
た
も
の
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た(

2)

。
し
か
し
、
其

一
は
実
際
に
《
燕
子
花
図
》
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
第
一
章
で
は
、
其
一
が
実
見
し
た
こ
と
が
確
実
な
『
光
琳
百
図

後
編
』
に
載
る
屏
風
作
品
を
手
掛
か
り
に
、《
朝
顔
図
》
の
造
形
的
な
特
徴
で
あ
る
「
限
ら
れ
た
色
彩
使
用
」
に
つ
い
て
、
何
を
見
て
学
ん

だ
の
か
考
察
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、《
白
椿
に
薄
図
屏
風
》
を
、
《
朝
顔
図
》
の
「
単
一
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
画
面
構
成
」
へ
と
展
開
し
て
い

く
先
行
作
品
と
捉
え
、
こ
の
中
で
の
其
一
の
試
み
を
考
察
す
る
。

《
朝
顔
図
》
が
現
代
人
を
も
魅
了
す
る
最
大
の
理
由
は
、
そ
の
造
形
性
に
あ
ろ
う
が
、
で
は
、
江
戸
時
代
の
人
の
目
に
は
ど
の
よ
う
に

映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
第
二
、
三
章
で
は
、「
屏
風
」
と
い
う
形
式
や
朝
顔
を
め
ぐ
る
当
時
の
社
会
状
況
に
注
目
し
て
、
《
朝
顔
図
》

に
仕
組
ま
れ
た
驚
き
の
仕
掛
け
を
読
み
解
き
た
い
。
本
作
が
描
か
れ
た
嘉
永
期
（
一
八
四
八
～
一
八
五
三
）
頃
は
、「
手
作
り
文
化
」
が
あ
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ら
ゆ
る
面
で
高
度
か
つ
広
汎
に
展
開
し
た
時
代
で
あ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
っ
て
発
注
者
の
好
み
に
合
わ
せ
た
品
が
創
作
さ
れ
た
と

い
う(

3)

。
洗
練
さ
れ
た
鑑
賞
眼
を
持
つ
発
注
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
《
朝
顔
図
》
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
凝
ら
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ら
で
は
の
豊
か
な
《
朝
顔
図
》
の
世
界
を
、
造
形
性
と
画
題
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で

あ
る
。

第
一
章
《
朝
顔
図
屏
風
》
へ
の
道
―
―
「
限
ら
れ
た
色
彩
使
用
」
と
「
単
一
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
画
面
構
成
」
の
観
点
か
ら

初
め
に
、
其
一
の
画
風
展
開
を
概
観
し
、《
朝
顔
図
》
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
画
風
展
開
に
つ
い
て
は
、
落
款
の
変
遷
に
よ
り

三
期
に
分
け
る
考
え
方
が
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る(

4)

。

①
草
書
落
款
期
（
画
風
成
立
期
）
…
…
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
代
後
半
ま
で

抱
一
の
も
と
で
修
業
に
励
ん
だ
時
期
。
抱
一
没
後
は
、
酒
井
家
の
一
代
限
り
の
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。

②
噲
々
落
款
期
（
画
風
昂
揚
期
）
…
…
主
と
し
て
四
十
歳
代

天
保
四
年
（
一
八
四
三
）
に
、
上
方
を
中
心
に
西
遊
旅
行
に
出
か
け
、
こ
の
体
験
が
画
風
展
開
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
抱
一
の
影

響
下
か
ら
抜
け
出
し
、
才
能
の
赴
く
ま
ま
に
多
様
な
作
品
を
生
み
出
し
た
時
期
。
「
噲
々
」
は
、『
詩
経
』
小
雅
に
あ
る
言
葉
で
、
寛
く

明
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。《
夏
秋
渓
流
図
屏
風
》
、
《
白
椿
と
薄
図
屏
風
》
は
、
こ
の
時
期
の
代
表
作
で
あ
る
。

③
菁
々
落
款
期
（
画
風
洗
練
期
）
…
…
主
と
し
て
五
十
歳
代
か
ら
没
年
ま
で

琳
派
の
伝
統
に
回
帰
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
洗
練
を
極
め
て
い
く
時
期
。「
菁
々
」
も
出
典
は
『
詩
経
』
小
雅
に
あ
り
、
盛
ん
な
さ
ま
、

転
じ
て
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
。
尾
形
光
琳
の
「
青
々
」
号
を
想
起
さ
せ
る
。
《
朝
顔
図
》
は
こ
の
時
期
の
大
作
で
あ
る
。

(

1)

「
限
ら
れ
た
色
彩
使
用
」
―
『
光
琳
百
図
後
編
』
の
影
響
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《
朝
顔
図
》
は
、
光
琳
の
《
燕
子
花
図
》（
図
3
）
を
翻
案
し
た
も
の
と
い
う
指
摘
が
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
。
両
作
品
と
も
、
金

地
に
群
青
と
緑
青
で
単
一
モ
チ
ー
フ
を
描
き
、
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
は
、
朝
顔
と
燕
子
花
と
い
う
花
の
違
い
を
超
え
て
、
似
て
い
る
と

感
じ
さ
せ
る
。
で
は
、
其
一
は
実
際
に
《
燕
子
花
図
》
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
《
燕
子
花
図
》
は
西
本
願
寺
旧
蔵
で
あ
り
、

其
一
は
、
天
保
四
年
の
西
遊
旅
行
の
際
に
西
本
願
寺
に
参
詣
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
旅
行
日
記
で
あ
る
『
癸
巳
西
遊
日
記
』（
以
下
『
日

記
』
と
略
す
）(
5)

の
記
述
に
は
、「
（
四
月
）
六
日
…
…
西
六
条
本
願
寺
参
詣

座
敷
御
庭
飛
雲
閣
見
物
」
と
あ
る
の
み
で
、《
燕
子
花
図
》

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
其
一
は
、
旅
行
中
に
実
見
し
た
古
書
画
に
つ
い
て
、
細
か
く
記
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
日
五
日
の
項

に
は
「
…
…
高
尾
山
神
護
国
祈
真
言
寺
開
扉
参
詣

種
々
宝
物

和
気
三
代
画
像

光
信
筆
桜
町
中
納
言

平
重
盛
公
頼
朝
公
画
像
隆
信

筆
…
…
」
と
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
実
直
に
記
録
す
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
推
測
す
る
と
、
も
し
《
燕
子
花
図
》
を
見
て
い
れ
ば
、
日
記
に

書
き
留
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
其
一
が
《
燕
子
花
図
》
を
見
て
い
な
い
と
し
て
、
こ
れ
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
光
琳
の
《
八
橋
図
屏
風
》（
図
4
）
か
ら
想
を

得
た
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
《
八
橋
図
》
は
、
『
光
琳
百
図
後
編
』
に
縮
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
其
一
が
実
見
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。《
八
橋
図
》
に
は
、
燕
子
花
の
間
に
橋
が
大
胆
に
描
か
れ
、
燕
子
花
の
み
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
配
さ
れ
る
《
燕
子
花
図
》
と
は
趣
き

が
異
な
る
が
、
金
地
に
群
青
と
緑
青
と
い
う
配
色
は
共
通
し
て
い
る
。
花
の
描
き
方
は
、
絵
具
を
厚
塗
り
し
形
も
意
匠
化
さ
れ
た
《
燕
子

花
図
》
よ
り
も
、
《
八
橋
図
》
の
方
が
や
や
自
然
に
近
く
、
自
然
な
花
と
平
面
的
な
葉
の
組
み
合
わ
せ
は
、
《
朝
顔
図
》
の
リ
ア
ル
な
花
と

切
り
絵
の
よ
う
な
葉
の
組
み
合
わ
せ
に
近
い
。
光
琳
の
《
八
橋
図
》
は
、
其
一
を
含
め
た
抱
一
周
辺
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
よ
う
だ
。

ま
ず
、
抱
一
が
六
曲
一
双
の
写
し
《
八
橋
図
屏
風
》
を
制
作
し
て
い
る
。
絹
本
に
金
箔
を
貼
っ
た
上
に
、
極
上
の
絵
具
で
燕
子
花
を
描
き
、

抱
一
ら
し
い
洗
練
さ
れ
た
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。
其
一
に
も
《
八
橋
図
屏
風
》
紙
本
着
色
一
双
（
松
澤
孫
八
旧
蔵
）
が
あ
っ
た
こ
と

が
、『
罹
災
美
術
品
目
録
』(

6)

で
知
ら
れ
る
（
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
図
柄
は
不
明
）
。
抱
一
の
高
弟
、
池
田
孤
村
も
《
燕
子
花
・
八
橋

図
屏
風
》
を
制
作
し
て
お
り
、
こ
れ
は
二
曲
一
隻
の
屏
風
の
表
に
燕
子
花
の
花
群
の
み
を
、
裏
に
銀
で
橋
の
み
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
『
光
琳
百
図
後
編
』（
上
下
二
巻
、
文
政
九
年
・
一
八
二
六
刊
）
は
、
抱
一
に
よ
る
光
琳
顕
彰
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
一
〇
三

点
の
光
琳
画
を
縮
図
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
光
琳
百
図
』
が
、
光
琳
百
回
忌
（
文
化
二
年
・
一
八
一
五
）
に
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
、
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こ
の
編
纂
の
中
心
は
兄
弟
子
鈴
木
蠣
潭
だ
っ
た(

7)

。
そ
の
約
十
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
光
琳
百
図
後
編
』
は
、
蠣
潭
没
後
筆
頭
弟
子
と
な

っ
た
其
一
が
編
纂
の
中
心
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。《
八
橋
図
》
は
『
光
琳
百
図
後
編
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
縮
図
作
成
の
た
め
に
、
其

一
は
《
八
橋
図
》
を
実
見
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
光
琳
百
図
後
編
』
下
巻
に
は
、
《
八
橋
図
》
の
他
に
、
①
《
青
楓
朱

楓
図
》
、
②
《
富
士
図
》、
③
《
風
神
雷
神
図
》
の
三
点
の
屏
風
の
縮
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。《
八
橋
図
》
と
同
様
に
其
一
が
実
見
し
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
屏
風
が
、《
朝
顔
図
》
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、「
限
ら
れ
た
色
彩
使
用
」
の
観
点
か
ら
見
て

み
た
い
。

①
《
青
楓
朱
楓
図
》
（
図
5
）

こ
の
縮
図
と
ほ
ぼ
同
図
様
の
《
青
楓
朱
楓
図
屏
風
》（
図
6
）
を
、
抱
一
が
描
い
て
い
る
。
玉
蟲
敏
子
氏
は
、《
青
楓
朱
楓
図
》
に
見

ら
れ
る
金
地
に
緑
・
青
・
赤
な
ど
原
色
に
近
い
色
を
置
く
色
彩
感
覚
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
ら
生
じ
る
斥
力
の
強
い
金
地
の
扱
い
、

苔
の
増
殖
的
な
形
態
感
覚
な
ど
が
、
其
一
の
《
夏
秋
渓
流
図
屏
風
》
と
共
通
す
る
と
し
て
、
本
作
を
其
一
の
代
筆
と
す
る
説
得
力
の
あ

る
説
を
展
開
さ
れ
て
い
る(

8)

。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
年
記
を
持
つ
本
作
の
大
部
分
を
、
も
し
其
一
が
制
作
し
た
と
す
れ
ば
、
蠣

潭
の
後
を
継
い
だ
翌
年
に
は
、《
朝
顔
図
》
に
近
い
「
限
ら
れ
た
色
彩
」
を
用
い
、
楓
、
土
坡
、
水
流
が
織
り
な
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
明

晰
な
構
成
を
、
六
曲
一
双
の
大
画
面
で
試
み
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

②
《
富
士
図
》

こ
の
縮
図
と
ほ
ぼ
同
図
様
の
八
曲
一
隻
の
屏
風
を
、
其
一
の
息
子
守
一
が
描
い
て
い
る
（
図
7
）
。
《
朝
顔
図
》
で
は
、
《
燕
子
花

図
》
に
は
無
い
胡
粉
の
白
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
《
富
士
図
》
に
は
、
金
地
に
山
の
緑
青
、
水
の
群
青
に
加
え
て
、
富

士
山
の
雪
に
胡
粉
の
白
が
大
胆
に
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
《
朝
顔
図
》
の
配
色
は
、
す
で
に
こ
の
光
琳
画
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
其
一
は
、
『
鈴
木
其
一
書
状
（
以
下
『
書
状
』
と
略
す
）
』(

9)

の
中
で
も
、
「
百
図
之
内
」
の
富
士
図
に
言
及
し
て
お

り
（
冬
一
五
、
十
一
月
六
日
）
、
《
富
士
図
》
を
実
見
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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③
《
風
神
雷
神
図
》

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
抱
一
の
代
表
作
《
夏
秋
草
図
屏
風
》
は
、
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
屏
風
》
の
裏
面
に
描
か
れ
、
そ
の

水
流
の
青
、
葉
の
緑
、
百
合
の
白
、
蔦
の
赤
は
、《
風
神
雷
神
図
》
で
使
わ
れ
た
色
と
呼
応
し
て
い
る
。
実
は
そ
の
配
色
は
、
其
一
の
《
夏

秋
渓
流
図
》
で
再
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、《
夏
秋
草
図
》
右
隻
の
薄
の
葉
陰
に
透
け
て
見
え
る
白
百
合
と
、
左
隻
の
風
に
舞
う
紅

葉
し
た
蔦
の
葉
は
、《
夏
秋
渓
流
図
》
右
隻
の
檜
の
後
ろ
か
ら
顔
を
出
す
白
百
合
と
、
左
隻
の
は
ら
り
と
散
る
紅
葉
し
た
桜
の
葉
に
呼
応

し
、
ま
た
葉
や
土
坡
の
緑
、
水
流
の
青
と
金
泥
に
も
、
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
だ
（
図
8
）
。《
夏
秋
草
図
》
が
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
》

に
対
す
る
抱
一
の
回
答
で
あ
る
と
す
れ
ば(

10)

、
《
夏
秋
渓
流
図
》
は
、
抱
一
の
《
夏
秋
草
図
》
に
対
す
る
其
一
の
回
答
で
あ
る
と
も
い

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
光
琳
の
《
風
神
雷
神
図
》
の
配
色
は
、
抱
一
を
通
し
て
其
一
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
《
朝
顔
図
》
の
特
徴
で
あ
る
「
限
ら
れ
た
色
彩
使
用
」
は
、
『
光
琳
百
図
後
編
』
下
巻
に
縮
図
が
載
る
四
点

の
屏
風
の
中
に
、
そ
の
原
形
は
全
て
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
画
風
成
立
期
」
に
受
け
た
光
琳
の
影
響
は
、
其
一
の
画
風
の
根
幹

を
成
す
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(

2)

「
単
一
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
画
面
構
成
」
―
《
白
椿
に
薄
図
屏
風
》
で
の
試
み

《
朝
顔
図
》
に
見
ら
れ
る
「
単
一
モ
チ
ー
フ
で
の
大
画
面
構
成
」
と
い
う
発
想
や
技
術
を
、
其
一
は
ど
の
よ
う
に
会
得
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
本
節
で
は
、
《
朝
顔
図
》
に
先
行
す
る
「
限
定
モ
チ
ー
フ
」
作
品
で
あ
る
《
白
椿
に
薄
図
屏
風
》
を
、
《
朝
顔
図
》
に
至
る
道
程
の
一

つ
と
捉
え
、
そ
の
中
で
の
其
一
の
試
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

《
白
椿
に
薄
図
》
は
、
「
画
風
昂
揚
期
」
（
既
出
）
の
作
品
で
あ
る
。
現
在
は
一
双
の
屏
風
に
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
元
々
は
一
隻
屏
風

の
表
裏
を
成
し
て
い
た
。
①
《
白
椿
図
》
と
②
《
薄
図
》
は
、
金
地
と
銀
地
、
春
と
秋
、
昼
と
夜
、
日
光
と
霧
、
静
と
動
な
ど
、
様
々
な

対
比
が
絶
妙
に
用
い
ら
れ
た
機
知
に
富
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
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①
《
白
椿
図
》

緑
青
の
土
坡
と
胡
粉
の
白
椿
が
金
地
に
く
っ
き
り
と
映
え
、
少
な
い
色
数
で
鮮
や
か
な
対
比
を
生
み
出
す
さ
ま
は
、《
朝
顔
図
》
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。
椿
の
花
の
数
は
、
左
右
扇
と
も
各
十
九
輪
（
蕾
も
含
む
）
で
、
同
数
で
あ
る
。《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
の
花
の
数
も
左
右
隻

と
も
各
七
十
七
輪
の
同
数
で
あ
り
、
花
の
数
や
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
へ
の
其
一
の
こ
だ
わ
り
を
、《
白
椿
図
》
に
す
で
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

土
坡
と
椿
が
作
る
構
図
は
、
椿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
を
仮
に
そ
の
ま
ま
下
方
に
伸
ば
し
て
み
る
と
、
す
べ
て
の
枝
が
一
本
の
幹
か
ら
出

て
い
る
か
の
よ
う
に
画
面
右
下
の
一
点
に
集
中
す
る
（
図
9
）
。
こ
れ
は
、
扇
面
画
の
構
図
に
似
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
其

一
の
扇
面
画
作
品
《
桜
・
銀
杏
図
扇
面
》
（
図
10
）
の
画
面
右
下
か
ら
左
上
に
向
か
っ
て
枝
を
伸
ば
す
桜
の
構
図
は
、
こ
の
白
椿
の
構

図
と
同
じ
で
あ
る
。《
白
椿
図
》
の
土
坡
の
カ
ー
ブ
が
、
扇
面
の
カ
ー
ブ
に
近
い
た
め
、
扇
面
画
を
想
起
さ
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
作
の

構
図
は
、
扇
面
画
の
構
図
を
大
画
面
に
当
て
は
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
達
が
二
曲
屏
風
を
多
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
や
や

横
長
の
四
角
形
と
い
う
二
曲
屏
風
の
形
が
、
色
紙
の
縦
横
の
比
率
と
似
て
お
り
、
自
分
が
最
も
親
し
ん
で
い
た
色
紙
の
比
率
を
大
画
面

作
品
制
作
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る(

11)

。
同
様
に
其
一
も
、
単
一
モ
チ
ー
フ
の
大
画
面
作
品
を
新
た
に
試
み
る
際
に
、
六
曲

屏
風
よ
り
も
画
面
が
小
さ
く
ま
と
め
や
す
い
二
曲
屏
風
を
選
び
、
手
慣
れ
た
扇
面
画
の
構
図
を
試
し
て
み
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
「
薄
図
」
（
図
11
）

銀
地
に
し
な
や
か
な
筆
致
の
墨
の
濃
淡
で
薄
が
描
か
れ
、
画
面
右
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
ジ
グ
ザ
グ
に
霧
が
流
れ
て
い
る
。
薄
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
画
面
構
成
は
、
そ
の
発
想
の
原
点
が
工
芸
品
な
ど
の
「
文
様
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ

は
、
唐
紙
な
ど
を
貼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
屏
風
の
裏
面
だ
か
ら
こ
そ
、
試
み
る
こ
と
が
可
能
な
図
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

裏
面
と
は
い
え
、
薄
は
、
墨
の
微
妙
な
濃
淡
だ
け
で
な
く
、
霧
の
部
分
は
銀
泥
で
描
か
れ
て
お
り(

12)

、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
が
見
ら

れ
る
。
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本
作
に
は
、
黒
地
に
黒
色
の
桜
が
か
す
か
に
浮
か
ぶ
「
夜
桜
塗
り
」
と
い
う
漆
の
技
法
と
等
質
の
美
が
見
出
せ
る
、
と
い
う
指
摘
も

あ
り(

13)

、
確
か
に
、
銀
地
、
墨
、
銀
泥
が
織
り
な
す
モ
ノ
ト
ー
ン
に
近
い
色
使
い
に
は
、
漆
作
品
と
の
近
似
性
が
読
み
取
れ
る
。
其
一

に
は
、
漆
の
デ
ザ
イ
ン
を
屏
風
に
転
用
し
た
有
名
な
作
例
と
し
て
、
《
漁
樵
図
屏
風
》
が
あ
り
、
《
樵
夫
蒔
絵
硯
箱
》
（
本
阿
弥
光
悦
作
）

の
樵
夫
の
姿
態
が
、
右
隻
の
樵
夫
に
転
用
さ
れ
て
い
る(

14)

。
《
樵
夫
蒔
絵
硯
箱
》
は
、
其
一
の
箱
書
き
を
伴
っ
て
お
り
、
其
一
が
実
見

し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
箱
書
き
の
署
名
の
書
体
が
《
白
椿
に
薄
図
》
の
落
款
書
体
と
き
わ
め
て
近
い
こ
と(

15)

も
興
味
深
い
。
つ
ま

り
、《
白
椿
に
薄
図
》
を
描
い
た
頃
、
其
一
は
漆
（
工
芸
）
デ
ザ
イ
ン
の
屏
風
絵
へ
の
転
用
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

本
節
で
は
、《
朝
顔
図
》
に
先
行
す
る
「
限
定
モ
チ
ー
フ
」
作
品
で
あ
る
《
白
椿
に
薄
図
》
を
分
析
し
た
結
果
、
《
白
椿
図
》
で
は
、
扇

面
画
で
描
き
慣
れ
た
構
図
の
大
画
面
へ
の
応
用
が
試
み
ら
れ
、《
薄
図
》
で
は
、
屏
風
の
裏
面
に
ふ
さ
わ
し
い
図
様
の
追
求
か
ら
、
工
芸
品

の
「
文
様
」
が
大
画
面
に
応
用
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
か
ん
で
き
た
。
ま
た
、《
白
椿
図
》
は
、
金
地
に
緑
青
と
胡
粉
の
「
限
ら
れ
た
色
彩
使

用
」
と
い
う
意
味
で
、
一
方
《
薄
図
》
は
、
単
一
モ
チ
ー
フ
で
「
画
面
を
埋
め
つ
く
す
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
《
朝
顔
図
》
と
の

共
通
点
が
見
出
せ
る
。

第
二
章
《
朝
顔
図
屏
風
》
に
込
め
ら
れ
た
仕
掛
け
―
―
「
屏
風
」
と
い
う
形
式
に
注
目
し
て

本
章(

1)

、(

2)

で
は
、「
屏
風
」
と
い
う
形
式
に
注
目
し
て
、《
朝
顔
図
》
の
構
図
や
仕
様
に
、
其
一
が
込
め
た
意
図
や
仕
掛
け
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
ま
た(

3)

で
は
、
仕
様
の
一
つ
で
あ
る
寸
法
に
着
目
し
て
、
《
朝
顔
図
》
の
発
注
者
の
推
測
を
試
み
る
。

(

1)

鑑
賞
者
の
視
点
を
意
識
し
た
構
図

細
部
ま
で
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
其
一
の
卓
越
し
た
描
写
力
は
、《
朝
顔
図
》
で
も
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
朝
顔
の
花
は
、
花
弁
の
あ
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ざ
や
か
な
群
青
と
中
心
部
の
胡
粉
の
白
が
く
っ
き
り
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
、
花
の
真
ん
中
に
は
、
本
物
の
花
粉
と
見
紛
う
よ
う
な
薄

い
黄
色
の
蕊
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
中
心
部
か
ら
外
縁
に
向
か
っ
て
、
薄
め
の
群
青
で
五
本
の
筋
が
放
射
状
に
描
か
れ
、
中
心
部
か
ら
光
を

放
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
花
弁
の
外
縁
は
、
ひ
ら
ひ
ら
と
不
規
則
な
丸
い
形
を
し
て
お
り
、
花
び
ら
の
薄
い
質
感
が
見
事
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
花
の
大
き
さ
は
直
径
約
十
二
～
十
八
セ
ン
チ
と
変
化
に
富
み
、
そ
の
「
自
然
さ
」
も
生
命
感
の
源
に
な
っ
て
い
る
。

本
物
の
よ
う
な
花
に
対
し
、
葉
は
、
中
心
部
が
外
側
よ
り
や
や
濃
い
緑
青
で
塗
ら
れ
た
中
に
、
金
泥
で
葉
脈
が
三
本
引
か
れ
、
極
め
て

シ
ン
プ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
花
の
薄
く
柔
ら
か
な
質
感
に
対
し
、
葉
は
そ
の
尖
っ
た
葉
先
と
共
に
や
や
厚
め
の
絵
具
の
塗
り
方
が
、
硬

質
な
質
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
花
が
、
真
正
面
、
横
、
葉
陰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
葉
は
全
て
正

面
を
向
き
、
一
枚
の
黄
変
や
虫
食
い
も
な
い
（
図
12
）
。
こ
の
葉
が
写
生
的
な
表
現
を
志
向
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
だ
が
、
遠
目
に
見

る
と
、
切
り
絵
の
よ
う
な
葉
が
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
葉
の
量
感
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

画
面
全
体
に
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
よ
う
な
緊
張
感
の
あ
る
画
面
に
、
明
る
い
白
緑
で
描
か
れ
た
し
な
や
か
な
蔓
や
、
小
さ
な
蕾
や
ガ
ク
、

実(

み)

が
、
軽
や
か
な
印
象
を
加
え
て
い
る
。
若
々
し
い
実
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
花
と
比
べ
て
、
ふ
っ
と
力
を
抜
い
た
よ
う
な
か

わ
い
ら
し
さ
が
あ
り
、
ま
た
、
時
間
が
静
止
し
た
よ
う
に
咲
き
誇
る
花
も
や
が
て
実
に
な
る
と
い
う
時
間
の
流
れ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で

も
あ
る
。

朝
顔
を
支
え
て
い
る
は
ず
の
支
柱
や
垣
根
は
一
切
描
か
れ
ず
、
ま
る
で
朝
顔
が
空
間
に
浮
遊
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

次
に
屏
風
と
い
う
形
式
を
意
識
し
て
、
ジ
グ
ザ
グ
に
折
っ
た
状
態
で
見
る
と
、
物
理
的
に
前
後
が
生
じ
る
た
め
立
体
感
が
増
し
、
蔓
先

も
軽
や
か
に
揺
れ
動
い
て
見
え
る
。
ジ
グ
ザ
グ
に
よ
り
生
じ
る
陰
影
が
、
煌
々
と
無
機
質
に
輝
く
画
面
に
深
み
を
与
え
る
。

さ
ら
に
角
度
を
変
え
て
見
る
と
、
画
面
に
驚
く
べ
き
変
化
が
現
れ
る
。
例
え
ば
、
左
斜
め
前
方
か
ら
一
双
を
眺
め
る
と
、
左
隻
の
第
五

扇
か
ら
第
三
扇
へ
、
左
隻
の
第
三
扇
か
ら
右
隻
の
第
三
扇
へ
、
右
隻
の
第
三
扇
か
ら
第
一
扇
へ
と
朝
顔
が
線
上
に
見
事
に
つ
な
が
り
、
三

本
の
対
角
線
構
図
が
現
れ
る
（
図
13
）
。
正
面
か
ら
見
る
と
縦
横
無
尽
に
配
さ
れ
た
朝
顔
が
、
洗
練
さ
れ
た
対
角
線
に
変
貌
す
る
の
だ
。

ま
た
、
屏
風
の
前
に
座
る
と
、
ち
ょ
う
ど
目
の
高
さ
に
花
の
集
団
が
あ
り
、
水
平
に
配
さ
れ
た
花
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
に
圧
倒
さ
れ
る
。
見

る
側
の
視
点
を
徹
底
し
て
意
識
し
、
そ
の
動
く
視
点
に
鮮
や
か
に
応
え
た
其
一
の
画
面
構
成
力
に
驚
か
さ
れ
る
。
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ま
た
、《
朝
顔
図
》
に
は
、
三
次
元
的
な
奥
行
き
が
一
切
描
か
れ
ず
、
朝
顔
が
「
平
面
上
」
を
這
う
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
。
奥
行
き

が
、「
絵
の
中
」
に
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
絵
が
鑑
賞
さ
れ
る
環
境
、
す
な
わ
ち
屏
風
の
折
り
曲
げ
る
角
度
や
鑑
賞
者
の
視
線
の
位
置

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
西
洋
の
遠
近
法
と
は
正
反
対
の
方
向
を
志
向
す
る
こ
の
「
実
験
的
」
な
表
現
は
、
屏
風
と
い
う

形
式
が
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
の
其
一
の
思
索
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(

2)

軽
や
か
で
「
新
し
い
」
大
画
面
の
追
求

《
朝
顔
図
》
の
寸
法
は
、
各
隻
縦
一
七
八
．
三
セ
ン
チ
、
横
三
七
九
．
七
セ
ン
チ
で
あ
り
、
椽(

ふ
ち)

木
の
幅
を
加
え
る
と
、
高
さ

約
一
八
二
セ
ン
チ
、
六
尺
の
大
屏
風
で
あ
る
。
屏
風
は
、
本
紙
の
周
囲
に
幅
の
広
い
布
製
の
縁(

へ
り)

が
付
き
、
そ
の
外
側
を
椽
木
で

囲
む
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
屏
風
に
は
縁
が
な
く
、
本
紙
に
直
接
椽
木
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
縁
な
し
」
と
い
う
仕
様
に
、

其
一
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

其
一
が
屏
風
の
仕
様
に
も
関
心
を
持
ち
、
表
装
ま
で
含
め
て
一
つ
の
作
品
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、『
書
状
』
の
六
曲
屏
風

の
見
積
も
り
に
つ
い
て
述
べ
た
項
（
秋
二
、
七
月
八
日
）
で
、
表
裏
の
紙
張
り
の
柄
や
、
椽
の
材
質
や
色
ま
で
細
か
く
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
表
1
」
は
、
其
一
の
屏
風
作
品
を
縁
の
有
無
で
分
類
し
た
も
の
だ
が
、「
縁
な
し
」
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
其
一
は
「
縁
な
し
」

が
好
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
縁
な
し
」
の
作
例
と
し
て
は
、《
水
辺
家
鴨
図
》
な
ど
中
・
小
屏
風
が
多
く
、
ま
た
大
屏
風
で
は
、《
夏
秋

渓
流
図
》
の
よ
う
な
実
験
的
な
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
逆
に
、
金
泥
に
よ
る
署
名
か
ら
特
別
な
注
文
品
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
《
柳
に

白
鷺
図
屏
風
》
で
は
、
「
縁
有
り
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
や
、
「
縁
有
り
」
屏
風
が
十
五
世
紀
初
め
の
六
扇
一
括
縁
取

り
屏
風
の
誕
生
以
来
行
わ
れ
て
き
た
こ
と(

16)

を
考
え
る
と
、
其
一
の
時
代
に
は
、
縁
が
あ
る
屏
風
の
伝
統
的
で
雅
な
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
、

縁
の
な
い
屏
風
に
は
新
し
い
（
当
時
の
）
現
代
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
縁
な
し
」
が
採
用
さ
れ
た
《
朝
顔

図
》
に
は
、
軽
や
か
で
「
新
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
縁
が
な
い
分
だ
け
画
面
が
大
き
く
な
り
、
縁
の
文
様
に
絵
が
邪
魔
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
。
縁
と
い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
、
屏
風
の
中
は
別
世
界
の
光
景
の
よ
う
に
映
る
が
、
縁
が
な
い
と
、
見
て
い
る
側
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と
絵
の
中
の
世
界
が
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
際
限
な
く
蔓
を
伸
ば
し
広
が
っ
て
い
く
朝
顔
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
の
に
、
ふ

さ
わ
し
い
形
と
言
え
よ
う
。

(

3)

発
注
者
の
推
測

屏
風
は
家
に
合
わ
せ
て
特
注
し
た
調
度
品
で
あ
り
、
そ
の
寸
法
は
、
発
注
者
の
特
定
に
つ
な
が
る
鍵
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
節
で

は
、
《
朝
顔
図
》
の
寸
法
に
注
目
し
て
、
発
注
者
の
推
測
を
試
み
る
。

《
朝
顔
図
》
に
つ
い
て
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
来
歴
は
、
一
九
五
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
が
、
山

中
商
会
を
通
じ
て
購
入
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る(

17)

。

『
表
装
大
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
最
も
本
式
の
屏
風
で
あ
る
「
本
間
屏
風
」
は
、
鴨
居
下
の
六
曲
で
、
幅
は
広
げ
て
畳
二
帖
の
長
さ
に
な
る

べ
き
も
の
な
の
で
、
畳
の
寸
法
や
鴨
居
の
高
さ
の
地
域
差
に
よ
り
、
屏
風
の
幅
や
高
さ
が
違
っ
て
く
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
京
間
は
一
間

が
六
尺
五
寸
（
約
一
九
七
セ
ン
チ
）
な
の
で
屏
風
の
幅
は
そ
の
二
倍
の
十
三
尺
（
約
三
九
四
セ
ン
チ
）
、
田
舎
間
（
江
戸
）
は
一
間
が
六
尺

（
約
一
八
一
．
八
セ
ン
チ
）
な
の
で
屏
風
の
幅
は
十
二
尺
（
約
三
六
三
．
六
セ
ン
チ
）
と
な
る
。
高
さ
は
、
鴨
居
が
五
尺
八
寸
で
あ
れ
ば

屏
風
は
五
尺
七
寸
五
分
、
五
尺
七
寸
で
あ
れ
ば
、
五
尺
六
寸
五
分
に
な
る
と
い
う
。
た
だ
し
寸
法
は
好
み
に
も
よ
り
、
特
に
幅
は
折
り
た

た
ん
で
調
節
で
き
る
た
め
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
い
う(
18)

。

《
夏
秋
渓
流
図
》
は
、
其
一
の
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
日
本
橋
の
蠟
油
問
屋
、
松
澤
家
旧
蔵
で
あ
り
、
そ
の
寸
法
は
、
椽
を
入
れ

た
高
さ
が
約
五
尺
六
寸
、
幅
約
十
二
尺
で
、
江
戸
の
屋
敷
の
サ
イ
ズ
に
ぴ
っ
た
り
合
う
。

こ
れ
に
対
し
《
朝
顔
図
》
は
、
高
さ
約
六
尺
、
幅
約
十
二
尺
七
寸
で
あ
り
、
幅
は
京
間
用
に
近
い
と
言
え
る
が
、
六
尺
の
高
さ
は
、
京

間
の
鴨
居
の
高
さ
が
五
尺
八
寸
だ
と
す
る
と
、
鴨
居
の
下
に
は
収
ま
ら
な
い(

19)

。
こ
の
寸
法
は
、
田
舎
間
に
適
し
た
寸
法
よ
り
大
き
い
こ

と
は
確
か
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
発
注
者
が
京
間
を
使
う
京
坂
地
域
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。《
朝
顔
図
》
を
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
斡
旋
し
た
山
中
商
会
は
、
大
阪
を
拠
点
と
し
た
古
美
術
商
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
を
間
接
的
に
裏
付

け
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
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《
朝
顔
図
》
の
発
注
者
が
京
坂
地
域
の
人
物
だ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
江
戸
在
住
の
其
一
が
、
ど
の
よ
う
に
京
坂
地
域
の
顧
客
を
獲

得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
天
保
四
年
の
西
遊
旅
行
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
佳
奈
氏
は
、
其
一
が
『
日
記
』
に
、

宿
泊
の
恩
を
得
た
人
々
の
名
前
を
丁
寧
に
記
録
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
西
遊
の
目
的
の
一
つ
を
、
知
人
訪
問
と
交
流
の
深
化
に
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
お
り(

20)

、
武
家
か
ら
町
人
、
同
業
絵
師
ま
で
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
其
一
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
を
改
め

て
検
討
し
た
の
が
「
表
2
」
で
あ
る
。
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
宿
屋
以
外
で
、
訪
問
・
宿
泊
回
数
が
多
い
の
が
、
池
田
及
び
伊
丹
の

酒
造
家
と
大
坂
の
道
具
商
で
あ
る
（
表
2
太
字
部
分
）
。
こ
の
中
か
ら
有
力
顧
客
に
な
り
得
た
人
々
と
し
て
、
以
下
の
富
裕
町
人
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。

①
酒
造
家(

21)

伊
丹
の
酒
造
業
は
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
飛
躍
的
に
発
展
し
、
そ
の
酒
は
高
級
酒
と
し
て
江
戸
で
人
気
を
博
し
た
。

十
八
世
紀
中
頃
か
ら
は
、
大
名
貸
も
行
な
っ
て
お
り
、
利
息
に
よ
る
収
入
だ
け
で
な
く
貸
付
先
か
ら
返
済
金
代
わ
り
に
受
け
取
っ
た
米

を
酒
造
米
と
し
て
使
え
る
利
点
が
あ
っ
た
。
伊
丹
に
は
多
く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
酒
造
家
達
も
、
和
歌
・
俳
諧
等
様
々
な
芸
道
を
嗜

み
、
文
化
サ
ロ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

西
遊
中
其
一
が
最
も
頻
繁
に
交
流
し
た
の
が
、
伊
丹
の
酒
造
家
、
小
西
家
で
あ
る
。
十
日
以
上
宿
泊
し
、
所
蔵
の
書
画
を
拝
見
・
模

写
し
、
作
画
を
行
い
、
出
立
の
際
に
は
、
二
日
に
わ
た
り
餞
別
の
酒
宴
が
開
か
れ
た
。
小
西
家
当
主
は
代
々
新
右
衛
門
を
名
乗
り
、
其

一
と
親
し
く
交
流
し
た
の
は
、
九
代
目
新
右
衛
門
系
巴
（
一
七
九
六
～
一
八
四
九
）
で
あ
る
が
、
其
一
と
同
い
年
で
あ
る
点
も
興
味
深

い
。
ま
た
、
抱
一
の
出
身
家
で
あ
る
姫
路
酒
井
雅
楽
頭
家
は
小
西
家
の
最
大
の
取
引
先
で
あ
り
、
観
能
や
茶
会
な
ど
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
た
。

②
道
具
商

其
一
は
、
当
時
の
番
付
に
も
載
る
有
力
道
具
商
、
大
坂
伏
見
町
の
道
具
屋
勝
兵
衛
（
道
勝
）
を
五
回
も
訪
ね
、
東
山
御
物
等
の
書
画
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を
見
物
・
模
写
し
、
別
荘
で
も
交
流
を
深
め
て
い
る
。
有
力
道
具
商
と
の
付
き
合
い
は
、
名
品
を
見
る
機
会
を
得
、
自
作
を
売
り
込
む

に
も
有
益
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

伊
丹
の
小
西
家
や
大
坂
の
道
勝
は
、
江
戸
店
も
経
営
し
て
お
り
、
彼
ら
は
、
其
一
の
西
遊
を
支
援
し
た
だ
け
で
な
く
、
其
一
が
江
戸

に
戻
っ
た
後
も
江
戸
店
を
通
じ
て
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
大
阪
美
術
倶
楽

部
で
の
小
西
家
蔵
品
の
売
立
て
で
、
其
一
の
《
花
鳥
人
物
張
交
屏
風
》
一
双
が
一
万
二
千
三
百
九
十
八
円
で
落
札
さ
れ
て
い
る
例(

22)

か

ら
も
、
小
西
家
が
其
一
の
パ
ト
ロ
ン
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
第
二
章
で
は
、「
屏
風
」
と
い
う
形
式
に
注
目
し
て
、《
朝
顔
図
》
を
読
み
解
い
て
き
た
。
次
章
で
は
、「
朝
顔
」
と
い
う

画
題
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

第
三
章
「
朝
顔
」
と
い
う
画
題
に
込
め
ら
れ
た
意
味

(

1)

朝
顔
を
め
ぐ
る
社
会
的
状
況

《
朝
顔
図
》
が
制
作
さ
れ
た
当
時
の
朝
顔
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
近
世
都
市
で
の
園
芸
文
化
の
発

達
と
と
も
に
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
様
々
な
園
芸
書
が
刊
行
さ
れ
、
十
八
世
紀
初
め
に
は
朝
顔
の
専
門
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る(

23)

。
こ
れ

ら
の
書
物
や
植
木
鉢
の
普
及
に
よ
り
、
朝
顔
の
栽
培
が
一
般
庶
民
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
「
花
が
美
し
い
」
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
り
、
武
士
や
富
裕
町
人
の
間
で
、
「
奇
品
（
変
わ
っ
た
色
形
の

植
物
）
」
の
栽
培
が
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
突
然
変
異
を
起
こ
し
や
す
い
朝
顔
は
、
奇
品
趣
味
の
究
極
と
し
て
、
文
化
・
文
政
期

（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）
と
、
嘉
永
・
安
政
期
（
一
八
四
八
～
一
八
六
〇
）
の
二
度
、
変
化
朝
顔
（
葉
や
花
の
色
・
形
が
変
化
に
富
ん

だ
変
わ
り
朝
顔
）
の
大
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
第
一
次
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
で
は
、
朝
顔
図
譜
（
図
鑑
）
が
種
々
刊
行
さ
れ
、
第
二
次
変
化
朝

顔
ブ
ー
ム
で
は
、
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
変
化
朝
顔
（
図
14
）
が
作
ら
れ
、
花
合
わ
せ
（
品
評
会
）
が
開
催
さ
れ
、
優
秀
作
品
の
番
付
が
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版
行
さ
れ
た
。

朝
顔
が
い
か
に
庶
民
に
愛
好
さ
れ
て
い
た
か
は
、
当
時
の
浮
世
絵
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
《
加
賀
の
国

千
代

女
》（
歌
川
国
芳
）
に
は
、
加
賀
千
代
女
（
一
七
〇
三
～
一
七
七
五
）
の
「
朝
顔
に
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
」
の
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
の
句
に
は
、
朝
顔
に
対
す
る
優
し
い
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
、
日
常
的
な
親
し
い
花
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。《
三
代
目

坂
東
三
津
五
郎
の
朝
顔
う
り

花
か
つ
み
の
三
五
郎
》
（
図
15
）
で
は
、
花
弁
に
切
れ
込
み
が
入
っ
た
変
化
朝
顔
が
、
人
気
役
者
を
彩

る
流
行
の
小
道
具
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
、
庶
民
に
と
っ
て
、
朝
顔
は
ご
く
身
近
な
花
で
、
毎
朝
花
を
つ
け
る
生
命
力
に
満
ち
た
姿
が
共
感
を
得
る
一
方
、
変

化
朝
顔
も
遠
い
世
界
の
も
の
で
は
な
く
、
普
通
の
朝
顔
を
売
っ
て
い
る
植
木
市
と
同
じ
寺
社
の
境
内
で
変
化
朝
顔
の
花
合
わ
せ
が
行
わ

れ
、
流
行
の
最
先
端
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
其
一
自
身
は
朝
顔
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
其
一
は
、『
書
状
』
の
中
で
、
撫
子
の
培
養

法
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
（
秋
一
、
七
月
二
日
）、
園
芸
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
次
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
太
田

南
畝
は
、
師
抱
一
の
友
人
で
あ
り
、
其
一
は
南
畝
か
ら
変
化
朝
顔
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
二
次
朝
顔
ブ

ー
ム
の
立
役
者
、
植
木
屋
・
成
田
屋
留
次
郎
の
庭
と
、
下
谷
金
杉
の
其
一
の
住
居(

24)

は
数
百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
一
帯
は

朝
顔
の
一
大
産
地
だ
っ
た
。
自
身
の
園
芸
へ
の
関
心
や
周
囲
の
園
芸
環
境
を
考
え
る
と
、
其
一
は
、
変
化
朝
顔
に
つ
い
て
も
十
分
に
知

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。《
朝
顔
図
》
が
描
か
れ
た
時
期
は
、
ま
さ
に
第
二
次
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
と
重
な
っ
て
お
り
、
注
目
の
花
朝
顔
が
、

画
題
と
し
て
選
ば
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

し
か
し
《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
は
、
現
代
の
私
達
の
目
に
は
、
普
通
の
朝
顔
に
見
え
る
。
其
一
は
、
変
化
朝
顔
と
い
う
最
先
端
の
流
行

を
取
り
入
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
大
画
面
に
描
か
れ
た
他
の
朝
顔
作
品
と
の
比
較
に
よ
り
、
其
一
が
《
朝
顔
図
》
で

ど
の
よ
う
な
朝
顔
を
意
図
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

(

2)

「
大
輪
朝
顔
」
へ
の
あ
こ
が
れ
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江
戸
時
代
に
、
大
画
面
に
朝
顔
が
ほ
ぼ
単
独
で
描
か
れ
た
先
行
作
例
と
し
て
、
次
の
三
作
品
を
見
て
み
た
い
。

①
狩
野
山
雪
《
朝
顔
・
鉄
線
図
》（
図
16
）

襖
全
面
に
無
数
の
花
を
つ
け
た
朝
顔
が
描
か
れ
、
金
地
に
花
の
青
と
白
、
葉
の
緑
が
鮮
や
か
に
映
え
て
い
る
。
竹
垣
か
ら
は
み
出
す

よ
う
に
蔓
を
伸
ば
す
姿
は
、
野
生
的
な
生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
蔓
の
変
化
に
富
ん
だ
動
き
の
あ
る
曲
線
と
、
竹
垣
の
作
り
出
す
静
的
で
規

則
正
し
い
直
線
が
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。
襖
に
は
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
花
が
描
か
れ
、
四
季
絵
の
伝
統
に
則
っ

て
い
る
。

②
俵
屋
宗
理
《
朝
顔
図
》（
図
17
）

余
白
を
広
く
取
っ
た
中
に
、
蔓
を
伸
ば
し
濃
い
青
色
の
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
た
朝
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。
宗
理
は
《
萩
秋
草
図
》
に

も
、
薄
、
萩
、
女
郎
花
、
撫
子
と
共
に
、
本
図
の
朝
顔
と
同
種
類
の
朝
顔
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
朝
顔
は
野
の
秋
草
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ま
た
、
花
だ
け
で
な
く
実
も
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
生
命
力
を
も
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。

③
円
山
応
挙
《
朝
顔
図
》（
図
18
）

銀
地
に
青
い
朝
顔
が
爽
や
か
に
咲
く
本
図
は
、
金
地
に
薔
薇
と
文
鳥
を
描
い
た
《
薔
薇
文
鳥
図
》
と
元
々
衝
立
の
表
裏
を
成
し
て
お

り
、
夏
の
花
木
で
あ
る
薔
薇
と
秋
の
草
花
で
あ
る
朝
顔
が
、
鮮
や
か
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
朝
顔
の
蔓
に
は
バ
ッ
タ
が
と
ま
っ
て
お
り
、

親
し
み
や
す
い
自
然
、
秋
の
野
に
咲
く
身
近
な
花
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。《
朝
顔
狗
子
図
杉
戸
》（
図
19
）
に
も
同

種
類
の
朝
顔
が
描
か
れ
、
多
く
の
花
つ
け
る
朝
顔
と
多
産
の
象
徴
で
あ
る
犬
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
縁
起
物

の
絵
と
捉
え
ら
れ
る
と
い
う(

25)

。
朝
顔
単
独
で
描
か
れ
た
《
朝
顔
図
》
に
も
吉
祥
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
点
の
朝
顔
図
は
、
時
代
や
流
派
は
異
な
る
が
、
栽
培
種
で
は
な
く
野
生
（
①
は
半
野
生
）
の
朝
顔
が
描
か
れ
、
秋
を
象
徴
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す
る
花
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
す
べ
て
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
以
前
の
作
品
な
の
で
、
花
の
色
は
青
ま
た
は

白
、
形
は
ご
く
普
通
の
丸
咲
き
で
あ
る
。
蔓
を
旺
盛
に
伸
ば
し
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け
る
姿
に
は
、
生
命
の
讃
歌
と
い
っ
た
趣
き
が
あ
る
。

先
行
作
品
に
描
か
れ
た
朝
顔
と
、
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
の
最
中
に
描
か
れ
た
其
一
の
《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
逞
し
く

蔓
を
伸
ば
し
、
た
く
さ
ん
の
青
い
花
を
つ
け
る
姿
は
、「
野
に
咲
く
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
朝
顔
」
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

直
径
十
二
～
十
八
セ
ン
チ
と
い
う
花
の
大
き
さ
は
、
そ
れ
ま
で
描
か
れ
て
き
た
野
生
の
朝
顔
と
は
全
く
違
っ
て
お
り
、
人
工
的
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
作
品
に
見
ら
れ
た
「
秋
草
」
と
い
う
季
節
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
其
一
は
何
故
こ
の
よ
う
な
大
き
な
朝

顔
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
朝
顔
図
譜
に
は
、
花
や
葉
の
色
、
形
が
様
々
に
変
化
し
た
朝

顔
と
共
に
、
種
類
は
少
な
い
が
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
大
輪
朝
顔
」
も
、
変
化
朝
顔
の
一
種
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
花
壇
朝
顔
通
』
に
は
「
濡
烏
」（
「
大
」
と
あ
る
が
サ
イ
ズ
の
記
載
は
な
い
・
図
20
）
、『
牽
牛
品
類
図
考
』
に
は
「
大
輪

葉
常
葉

花

丸
咲

三
寸
六
分
よ
り
四
寸
」（
図
21
）
、『
あ
さ
か
ほ
叢
』
に
は
「
大
り
ん

日
傘

一
種

花
上
紺

ワ
タ
リ
三
寸
六
分
」（
図
22
）
等
、

直
径
最
大
約
十
二
セ
ン
チ
の
大
輪
朝
顔
が
載
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
、
朝
顔
の
花
の
直
径
は
、
野
生
種
、
栽
培
品
種
共
に
五
～
六
セ

ン
チ
が
普
通
だ
っ
た
。
ま
た
、『
朝
顔
の
精
夢
現
記
』(

26
）
（
図
23
）
と
い
う
瓦
版
は
、
武
州
多
摩
郡
の
百
姓
が
、
夢
に
現
れ
た
朝
顔
の
精

に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
朝
顔
を
育
て
た
と
こ
ろ
、
鯨
尺
で
一
尺
二
寸
（
約
四
十
五
セ
ン
チ
）
も
の
色
と
り
ど
り
の
丸
咲
き
の
大
輪
が
咲
き
、

見
物
人
が
押
し
寄
せ
た
と
報
じ
て
い
る
。
朝
顔
図
譜
に
載
る
大
輪
朝
顔
の
直
径
が
最
大
で
十
二
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
四
十
五

セ
ン
チ
の
朝
顔
が
実
現
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、
瓦
版
が
発
行
さ
れ
た
嘉
永
元
年
、
つ
ま
り
第
二
次
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
大

輪
朝
顔
も
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
だ
と
言
え
よ
う
。
其
一
の
描
い
た
大
き
な
朝
顔
は
、
当
時
の
大
輪
朝
顔
へ
の
関

心
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
榊
原
悟
氏
は
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
高
ま
っ
た
博
物
学
的
関
心
が
、
も
の
の
「
大
き
さ
」
に
対
す
る
興
味
を
か
き
立
て
、

絵
画
に
お
い
て
も
対
象
物
を
「
実
物
大
」
に
描
く
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
其
一
の
《
向
日
葵
図
》
（
図
24
）
を
挙

げ
て
い
る(

27)

。
其
一
は
、
博
物
学
的
関
心
を
持
っ
て
向
日
葵
を
見
つ
め
、
そ
の
本
質
と
魅
力
を
垂
直
に
伸
び
た
草
丈
と
大
輪
の
花
と
捉
え
、
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そ
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
実
物
大
に
描
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。《
藤
図
》
も
同
様
の
趣
向
の
作
品
で
あ
る
と
し
、
両
図
が
共
に
菁
々
落

款
で
あ
り
落
款
の
書
風
や
印
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
「
其
一
は
、
あ
る
時
期
画
面
に
『
実
物
大
』
を
持
ち
込
み
、
そ
の
大
き
さ
が
『
ひ
ら

く
』
こ
と
に
よ
っ
て
際
立
つ
よ
う
な
図
様
構
成
を
、
自
覚
的
に
究
明
し
て
い
た
」
と
い
う(

28)

。《
朝
顔
図
》
の
落
款
書
体
も
《
向
日
葵
図
》
、

《
藤
図
》
と
よ
く
似
て
い
る
。
《
朝
顔
図
》
も
当
時
の
大
輪
朝
顔
を
実
物
大
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
朝
顔
の
形
を
検
討
し
て
み
る
と
、
事
情
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
よ
う
だ
。
其
一
は
、
秋
草
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
朝
顔
を

描
い
て
い
る
。《
秋
草
・
月
に
波
図
屏
風
》（
図
25
）
や
《
名
月
に
秋
草
図
》
の
朝
顔
は
、《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
と
比
べ
る
と
、
大
き
さ
だ
け

は
違
う
が
、
色
も
形
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
は
、
形
か
ら
判
断
す
る
と
野
に
咲
く
秋
草
す
な
わ
ち
野
生
種
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
当
時
の
野
生
型
朝
顔(

29)(

図
26
）
と
其
一
の
朝
顔
と
は
よ
く
似
て
い
る
。

屏
風
と
い
う
大
画
面
に
朝
顔
を
描
き
切
る
に
は
、
植
木
鉢
で
育
て
ら
れ
た
園
芸
品
種
の
大
輪
朝
顔
で
は
な
く
、
た
く
ま
し
く
蔓
を
伸
ば

す
野
に
咲
く
朝
顔
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、《
朝
顔
図
》
以
前
に
大
画
面
に
描
か
れ
た
朝
顔
を
踏
襲
し
て
お
り
、
ま
た
、

生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
花
と
い
う
江
戸
時
代
の
朝
顔
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
変
化
朝
顔
ブ
ー
ム
の
真
只
中
に
い
た
其

一
は
、
野
性
の
朝
顔
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
描
く
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
本
来
は
直
径
五
～
六
セ
ン
チ
の
朝
顔
を
倍
以
上
に
拡
大
し
て
描
い
た
。

そ
れ
は
、
日
本
で
初
め
て
大
画
面
に
描
か
れ
た
「
大
輪
の
朝
顔
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
大
画
面
に
合
わ
せ
て
拡
大
し
て
描
い
た

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
直
径
十
二
セ
ン
チ
の
大
輪
朝
顔
の
栽
培
に
成
功
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
る
種
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持

っ
て
見
る
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
実
際
の
野
生
の
朝
顔
に
は
あ
り
得
な
い
「
夢
の
大
輪
朝
顔
」
と
映
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

其
一
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
荒
唐
無
稽
の
ギ
リ
ギ
リ
の
境
目
を
狙
っ
て
描
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
に
季
節
感
が
感
じ
ら

れ
ず
、
人
工
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
大
輪
朝
顔
は
、
流
行
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

変
化
朝
顔
作
り
の
主
流
で
は
な
か
っ
た
。
あ
え
て
主
流
を
目
指
さ
な
い
と
こ
ろ
に
、《
朝
顔
図
》
が
放
つ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

大
正
時
代
以
降
大
輪
朝
顔
が
一
般
化
し(

30)

、
大
輪
に
見
慣
れ
た
現
代
人
の
目
に
は
、
《
朝
顔
図
》
の
朝
顔
は
ご
く
普
通
の
朝
顔
に
見
え

る
が
、
幕
末
の
人
の
目
に
は
、
決
し
て
普
通
の
朝
顔
で
は
な
く
、
鑑
賞
者
に
新
し
い
驚
き
を
も
た
ら
す
仕
掛
け
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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(
3)

花
の
数
に
秘
め
ら
れ
た
謎
か
け

朝
顔
は
、
す
ぐ
後
で
見
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
人
に
と
っ
て
、
七
夕
と
の
結
び
つ
き
を
連
想
さ
せ
る
花
だ
っ
た
。
其
一
の
《
朝
顔
図
》

に
は
、
左
右
隻
そ
れ
ぞ
れ
七
十
七
輪
の
全
開
の
朝
顔
が
描
か
れ
て
い
る
（
真
横
か
ら
描
い
た
も
の
も
含
む
。
蕾
は
含
ま
な
い
）
。
第
一
章

(

2)

で
見
た
通
り
、
其
一
は
《
白
椿
図
》
で
も
二
曲
屏
風
の
左
右
扇
で
同
数
の
椿
の
花
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
七
十
七
輪
と
い
う
数
合
わ

せ
も
意
図
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
十
七
と
い
う
数
字
は
、
七
月
七
日
、
七
夕
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

江
戸
後
期
の
国
語
辞
典
『
倭
訓
栞
』
の
「
な
な
く
さ
」
の
項
で
は
、
秋
の
七
草
を
「
七
夕
の
七
草
」
と
呼
ん
で
お
り
、
七
夕
と
秋
の
七

草
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
。
七
夕
に
は
、
秋
の
七
草
を
供
え
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
～
一
七
六
九
）
の

『
賀
茂
翁
家
集
巻
之
二
』
に
は
、
七
夕
の
夜
の
こ
と
を
詠
っ
た
「
七
」
尽
く
し
の
歌
が
記
さ
れ
て
お
り
、
七
種
類
の
物
を
供
え
、
子
供
ら

は
野
に
咲
く
七
草
で
作
っ
た
花
か
ず
ら
を
つ
け
て
い
る
と
あ
る(

31)

。
山
上
憶
良
が
秋
の
七
草
の
一
つ
と
し
て
詠
ん
だ
「
朝
顔
」
は
、
現
代

の
桔
梗
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
秋
草
図
に
は
、
桔
梗
、
朝
顔
の
両
方
が
描
か
れ
て
お
り
、
厳
格
に
は
決
ま
っ
て
い

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
其
一
は
、
《
秋
草
図
屏
風
》
（
図
27
）
で
は
、
憶
良
の
歌
の
色
紙
と
共
に
朝
顔
を
描
い
て
い
る
が
、

よ
く
似
た
趣
向
の
《
秋
草
図
屏
風
》（
図
28
）
で
は
、
桔
梗
を
選
択
し
て
い
る
。
ま
た
、『
江
戸
名
所
花
暦
巻
之
三
』
で
は
、
向
島
百
花
園

に
植
え
ら
れ
た
秋
の
七
草
を
、
七
夕
に
手
向
け
て
詠
ま
れ
た
歌
七
首
と
共
に
紹
介
す
る
中
で
、
朝
顔
は
「
ほ
し
合
の
な
こ
り
を
そ
れ
と
し

の
へ
と
や
露
に
し
ほ
れ
し
朝
か
ほ
の
花
」
と
詠
ま
れ
て
い
る(

32)

。
「
ほ
し
合
」
と
は
、
牽
牛
星
と
織
女
星
が
年
に
一
度
会
う
と
い
う
七
夕

を
指
し
、「
露
に
し
ほ
れ
し
」
と
修
飾
さ
れ
て
い
る
「
朝
か
ほ
」
が
、
桔
梗
で
は
な
く
現
代
の
朝
顔
を
指
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

其
一
の
初
期
の
作
品
《
朝
顔
図
》
（
図
29
）
に
寄
せ
ら
れ
た
亀
田
鵬
斎
の
賛
に
は
「
窓
前
機
織
女
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
朝
顔
は
明
ら

か
に
七
夕
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

七
夕
の
句
会
の
場
に
《
朝
顔
図
》
が
飾
ら
れ
て
い
た
と
仮
定
し
よ
う
。
句
会
の
参
加
者
は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
大
輪
の
朝
顔
に
目
を
奪
わ
れ
、

や
が
て
花
の
数
が
七
十
七
輪
で
あ
り
七
夕
を
意
味
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
七
は
、
俳
諧
の
五
・
七
・
五
の
七
、
付
句
の
七
・
七
に
も
通
じ

る
。
さ
ら
に
、
七
夕
は
星
祭
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
心
か
ら
光
を
放
つ
か
の
よ
う
に
描
か
れ
た
朝
顔
の
花
は
、
星
の
よ
う
に
も
見
え
、
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第
二
章(

1)

、(

2)

で
見
た
「
浮
遊
感
」
や
、「
遠
近
感
」
の
な
い
構
図
、
縁
の
な
い
大
画
面
は
、
無
限
に
広
が
る
空
に
浮
か
ぶ
星
の
表

現
に
ふ
さ
わ
し
い
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、《
朝
顔
図
》
は
、
七
夕
を
め
ぐ
る
場
で
人
々
の
知
的
な
遊
び
の
道
具
と
し
て
楽
し
ま
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

金
箔
地
に
高
価
な
絵
具
を
惜
し
げ
も
な
く
使
い
、
そ
の
仕
様
の
隅
々
に
ま
で
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
大
屏
風
に
は
、

其
一
の
卓
越
し
た
技
量
や
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
変
化
朝
顔
と
い
う
当
時
の
流
行
や
七
夕
と
い
う

謎
か
け
も
仕
込
ま
れ
て
い
た
。《
朝
顔
図
》
が
、
時
代
や
地
域
を
超
え
て
人
々
を
魅
了
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
本
作
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
高
い
人
気
を
誇
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
見
て
き
た
通
り
、
発
注

者
や
鑑
賞
者
の
洗
練
さ
れ
た
鑑
賞
眼
に
其
一
が
鮮
や
か
に
応
え
た
作
品
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
其
一
と
い
う
絵
師
の
個
性
と
嘉
永
期
と

い
う
時
代
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。《
朝
顔
図
》
は
、
手
仕
事
文
化
が
極
致
に
達
し
た
時
代
の
最
高
の
成
果
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

註（
1
）
河
野
元
昭
『
鈴
木
其
一

琳
派
を
超
え
た
異
才
』
、
東
京
美
術
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
六
頁

（
2
）『
朝
顔
図
屏
風
』
は
、
…
…
其
一
が
光
琳
の
『
燕
子
花
図
屏
風
』
を
意
識
し
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
た
も
の
」（
辻
惟
雄
「
鈴
木
其
一
試
論
」『
琳
派
絵
画

全
集

抱
一
派
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
七
二
頁
）
な
ど
。

（
3
）
『
西
山
松
之
助
著
作
集
第
四
巻

近
世
文
化
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、
一
七
頁

及
び
『
西
山
松
之
助
著
作
集
第
三
巻

江
戸
の
生
活
文
化
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、
九
頁

（
4
）
河
野
元
昭
「
鈴
木
其
一
の
画
業
」
『
国
華
』
1

0

6

7
、
一
九
八
三
年
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（
5
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
谷
村
文
庫
）
所
蔵
、
高
橋
佳
奈
「
鈴
木
其
一
『
癸
巳
西
遊
日
記
』
解
題
」（
『
美
術
史
論
叢
』
22
、
二
〇
〇
六
年
）
に
全
文
の
翻
刻
が
あ

り
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
翻
刻
を
使
用
し
た
。

（
6
）
相
見
香
雨
『
日
本
書
誌
学
大
系
45
（
5
）
相
見
香
雨
集
五
』、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
、
九
〇
頁

（
7
）
玉
蟲
敏
子
『
も
っ
と
知
り
た
い

酒
井
抱
一

生
涯
と
作
品
』
、
東
京
美
術
、
二
〇
〇
八
年
、
三
三
頁

（
8
）
玉
蟲
敏
子
『
都
市
の
な
か
の
絵

酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』「
五
．
青
楓
朱
楓
図
屏
風
の
章
」
、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年

（
9
）
竹
谷
長
二
郎
、
北
野
克
共
編
『
日
本
書
誌
学
大
系
38

江
戸
琳
派
畫
人

鈴
木
其
一
書
状
』
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
四
年

「
冬
15
」
な
ど
の
番
号
は
、
翻
刻

に
振
ら
れ
た
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
10
）
内
藤
正
人
「
風
神
と
雷
神

宗
達
・
光
琳
、
そ
し
て
抱
一
を
つ
な
ぐ
も
の
」『
国
宝

風
神
雷
神
図
屏
風

宗
達
・
光
琳
・
抱
一

琳
派
芸
術
の
継
承
と
創
造
』
展

図
録
、
出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
、
六
三
頁

（
11
）
安
村
敏
信
「
屏
風
の
形
と
構
図
」
『
日
本
美
術
全
集
18

宗
達
と
光
琳

江
戸
の
絵
画
Ⅱ
・
工
芸
Ⅰ
』、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
一
～
一
八
二
頁

（
12
）
小
林
忠
「
江
戸
琳
派
の
美
学
」
『
日
本
の
美
術
4

6

3

酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
美
学
』
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
六
八
～
六
九
頁

（
13
）
前
掲
註
（
12
）
六
七
頁

（
14
）
前
掲
註
（
7
）
七
一
頁

（
15
）
前
掲
註
（
7
）
七
一
頁

（
16
）
古
賀
健
蔵
『
表
装
大
鑑

全
四
巻

◆
額
装
・
巻
物
・
画
帖
・
屏
風
・
襖
・
衝
立
』、
柳
原
書
店
、
一
九
八
八
年
、
八
六
頁

（
17
）Th

e 
Me
tro

po
lit

an
 M
us
eu
m o

f 
Ar
t

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 h
tt
ps:

//
ww
w.m

et
mus

eu
m.
or
g/
pre

ss
/e
xhi

bi
tio

ns
/2
01
5/
dis

c
o
ve
rin

g-
jap

an
es
e-
ar
t 

平
成
三
十
年
一
月
十
四
日
ア
ク
セ
ス

（
18
）
前
掲
註
（
16
）
八
五
～
八
六
、
一
二
〇
、
一
二
三
頁

（
19
）
湯
山
勇
『
表
具
の
話
』
、
表
装
美
術
研
究
会
、
一
九
五
八
年
「
23

六
曲
屏
風
」
に
は
、
屏
風
の
高
さ
は
「
京
間
だ
と
六
尺
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

（
20
）
前
掲
註
（
5
）
高
橋
佳
奈
氏
論
文
、
二
八
頁

（
21
）
伊
丹
の
酒
造
業
及
び
小
西
新
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
伊
丹
市
資
料
修
史
等
専
門
委
員
会
監
修
『
新
・
伊
丹
史
話
』
、
伊
丹
市
立
博
物
館
、
一
九

九
四
年
／
『
酒
造
家
小
西
新
右
衛
門
家
く
ら
し
・
ま
じ
わ
り
・
た
し
な
み
』
展
図
録
、
伊
丹
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
／
柚
木
学
監
修
『
伊
丹
酒
造
家
史
料

伊

丹
資
料
叢
書
（
下
）
』、
伊
丹
市
役
所
、
一
九
九
二
年

（
22
）
『
美
術
商
の
百
年

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
』
、
東
京
美
術
倶
楽
部
・
東
京
美
術
商
協
同
組
合
、
二
〇
〇
六
年
、
六
一
六
頁

（
23
）
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
『
朝
顔
明
鑑
抄
』
（
三
村
森
軒
著
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
24
）
大
村
西
崖
編
『
東
洋
美
術
大
観
』
第
五
巻
、
審
美
書
院
、
一
九
〇
九
年
／
『
広
益
諸
家
人
名
録
』
天
保
七
年
・
一
八
三
六
版

（
25
）
『
御
即
位
二
〇
年
記
念
特
別
展

皇
室
の
名
宝
―
日
本
美
の
華
』
展
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
一
頁

（
26
）
『
花
開
く
江
戸
の
園
芸
』
展
図
録
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
、
二
五
一
頁
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（
27
）
榊
原
悟
『
江
戸
の
絵
を
愉
し
む
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
七
五
～
八
一
頁

（
28
）
前
掲
註
（
27
）
、
八
一
頁

（
29
）
『
伝
統
の
朝
顔
Ⅱ

芽
生
え
か
ら
開
花
ま
で
』
展
図
録
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
頁

（
30
）
『
伝
統
の
朝
顔
Ⅲ
―
作
り
手
の
世
界
―
』
展
図
録
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
〇
頁

（
31
）
有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
一
四
五
・
秋
の
七
草
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
、
十
一
頁

（
32
）
今
井
金
吾
校
注
『
改
訂
新
装
版

江
戸
名
所
花
暦
（
岡
山
鳥
著
、
長
谷
川
雪
旦
画
）』
、
八
坂
書
房
、
一
九
九
四
年
、
九
三
頁

追
記

其
一
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
十
日
に
亡
く
な
っ
た
が
、
近
年
の
論
文
で
は
そ
の
死
因
に
つ
い
て
、「
コ
レ
ラ
の
た
め
没
」
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
根
拠
は
『
安
政
五
年
箇
労
痢
流
行
記
』（
金
屯
道
人
編
、
安
政
五
年
刊
）
の
な
か
に
其
一
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、『
齋
藤
月
岑
日
記
』
に
は
、
コ

レ
ラ
に
よ
る
死
者
を
列
記
し
た
な
か
に
「
画
人
鈴
木
其
一
卒

其
一
ハ
外
の
病
之
よ
し
」
と
あ
る
（『
大
日
本
古
記
録

齋
藤
月
岑
日
記
（
六
）
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
三
一
七
頁
）
。
町
名
主
に
よ
る
日
記
の
信
憑
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
本
論
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、「
コ
レ
ラ
説
」
が
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No. 題名 員数 材質・技法 法量　ｃｍ 画の内容 落款 所蔵 縁（へり）有 縁なし

1 夏秋渓流図屏風 六曲一双 紙本金地着色 各165.8ｘ363.2
檜の山中渓流、山百合
桜紅葉

?々其一（隷
書）「祝琳」朱文
方印

根津美術館 ○

2 漁樵図屏風 六曲一双 紙本着色 各164.0ｘ359.2
右隻・若き樵夫　光悦の
「樵夫蒔絵硯箱」から引
用　　　左隻・老漁師

必菴其一筆
「元長」朱文方
印　「?々」朱文
円印

エツコ＆ジョー・
プライス　コレク
ション

○

3 富士筑波山図屏風 六曲一双
紙本金地墨画著
色

各128.3ｘ274.2
富士山・松林、筑波山・
水景、文晁系の画法へ
の接近

?々其一（隷
書）　「庭柏子円
印

石橋財団石橋美
術館

○

4 水辺家鴨図屏風 六曲一隻 紙本金地着色 75.8ｘ356.2
水流、家鴨
以前は裏に銀箔地に金
泥草花図６面があった

「祝琳」（朱文方
印）「其弌画記」
朱文重郭方印

細見美術館 ○

5 桜・楓図屏風 六曲一隻 紙本金地着色 50.7ｘ200.4
画面右下に桜、対角線
上に青葉の楓

?々其一　「庭
柏子」朱文重郭
円印

出光美術館 ○

6 三十六歌仙・檜図屏風 八曲一双
紙本金地着色
紙本金地墨画

各60.2ｘ252.0
（檜）『光琳百図後編』に
載る図様に基づく

（歌仙）「倣緒方
光琳筆意」?々
其一　朱文壺印
（檜）?々其一
朱文円印　落款
どちらも左下に
あり　蓋裏に天
保六年（1835）
の記載

個人蔵 ○

7 白椿に薄図屏風 二曲一双
紙本金地着色・
紙本銀地着色

各152.0ｘ167.6
白椿に緑青の丸い土坡
墨と銀の薄の群生　本
来一隻の表裏　（改装）

?々其一　「祝
琳斎」朱文円印
為三堂（隷書）
楕円印　「元長」
壺形印

フリア美術館 ○

8 芒野図屏風 二曲一隻 紙本銀地墨画 144.2ｘ165.6
一面の芒野（銀泥と墨）
同じ図柄が金屏風に対
する裏絵として実在

「為三堂」朱文
瓢形印　「其壱」
朱文二重円印

千葉市美術館 ○

9 朝顔図屏風 六曲一双 紙本金地着色 各178.3ｘ379.7 朝顔のみ
菁々其一　「為
三堂」円印

メトロポリタン美
術館

○

10 芦に群鶴図屏風 六曲一双 絹本金地着色 各177.5ｘ369.0
芦辺の鶴群を連続構図
で展開

菁々其一　「祝
琳斎」朱文円印

デトロイト美術館
蔵

○

11 群鶴図屏風 六曲一双
紙本金砂子地着
色

各162.0ｘ375.0
右・左方向を向く10羽の
鶴　左・右方向を向く9羽
の鶴

菁々其一　「庭
柏子」朱文円印

エツコ＆ジョー・
プライス　コレク
ション

○

12 草花図屏風 六曲一隻 紙本着色
102.6ｘ262.8（本
紙の縦は80.8）

春秋の草花　絵の下の
方には鶴と亀甲模様の
千代紙

菁々其一　「祝
琳」朱文壺印

個人蔵 ○

13 四季草花図屏風 六曲一双 紙本着色 各137.5ｘ353.0

画面のしつらいに特徴。
左から見るとほぼ金地、
右から見ると市松模様
に見える

「祝斎林」朱文
円印

個人蔵 ○

14 四季花鳥図屏風 六曲一双 紙本金地着色 各154.7ｘ341.2
右隻・春から夏の草花、
水流、小鳥　左隻・秋か
ら冬の草花、水流、小鳥

左隻・嘉永甲寅
初秋　菁々其一
「為三堂」朱文
瓢印「其弌」朱
文楕円印　右
隻・菁々其一
「為三堂」朱文
瓢印（嘉永
7.1854）

個人蔵 ○

15 四季花木図屏風 六曲一双 紙本金地着色 各132.8ｘ318.8
右隻（春季）牡丹を中心
左隻（秋季）色とりどりの
楓の葉

[両隻]菁々其一
「為三堂」朱文
円印

出光美術館 ○

16 椿に梅図屏風 六曲一双 紙本着色 85.6ｘ322.5 白梅に紅椿
菁々其一　「祝
琳斎」朱文円印

ホノルル美術館 ○

17 四季花鳥図屏風 二曲一双 紙本金地着色 各168.1ｘ170.2
春夏草に鶏、ひよこ　秋
草に鴛鴦

菁々其一　「祝
琳斎」朱文円印

山種美術館 ○

屏風作品リストは、以下の文献、図録をもとに作成した。 
①『酒井抱一と江戸琳派の全貌』、求龍堂、2011 年 
②『琳派美術館 3 抱一と江戸琳派』、集英社、1993 年 
③『鈴木其一 琳派を超えた異才』、東京美術、2015 年 
④『―東京美術倶楽部創立百年記念―大いなる遺産 美の伝統展』、東京美術倶楽部、2006 年 
⑤『琳派芸術―光悦・宗達から江戸琳派』、出光美術館、2011 年 
⑥『琳派誕生四〇〇年記念 特別展覧会 琳派京を彩る』、京都国立博物館、2015 年 
*襖から改装したものはリストからはずした。 

表 1 其一屏風作品リスト
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表 2 『癸巳西遊日記』に見る其一の交流関係 

地域 名前　（　）内は住所・職種 訪問回数・目的 日にち

1 京都 近江屋嘉兵衛 3（宿泊）、1（訪問） 3/1、3、5、4/3

（六角通高倉西入ル）

2 京都 栗田彦次郎殿 5（訪問）　 3/2、4、5、6/5、8

1(酒が来る） 4/2、

3 京都 岡本豊彦 2（訪問） 3/4、4/3

（四条東洞院東、絵師）

4 京都 松村景文 2（訪問） 3/4、4/3

（堺町四条北、絵師）
5 京都 袋屋 7（訪問） 3/4、5、4/3、6、15、17、

（袋屋甚兵衛　又は袋屋与兵衛か） 6/6、
6 京都 乗阿弥 1（訪問） 3/5、

（御影堂、扇屋）
7 京都 河村氏 4（宿泊、内1日は茶園見物） 3/17、19、20、21
（宇治） （宇治、茶園主）

8 京都 近江屋林蔵 10（宿泊） 3/22、23、24、27、29、
（寺町通） 4/2、3、5、6、16

9 京都 いけ吉 2（訪問） 3/24、6/7
(西石垣四条上ル、料理生洲か）

10 京都 蔵屋敷 2（御宝、大坂へ出立時） 3/25、4/18
（二条堀川）

11 京都 丸住 4（宿泊） 4/1、15、6/6、7
（縄手）

12 京都 西村 1（訪問） 4/6、
（五条上ル）

13 京都 竹屋忠兵衛殿 1（書画見物・模写） 4/7、
（道具商）

14 京都 安右衛門殿 1（面会） 4/15、
（小西家か？）

15 京都 一六 1（訪問） 4/15、
（宮川町）

16 京都 安川大次郎 1（訪問） 4/17、
（宝町通下長者町下ル西側）

17 京都 かさや市兵衛 1（訪問） 4/17、
（油小路仏光寺下ル太子山町、筆屋）

18 近江 油屋八兵衛 1（宿泊） 4/9、
（今津）

19 近江 刀屋佐助殿 1（訪問） 4/11、
（八幡祇園寺町）

20 近江 大坂屋惣兵衛 2（宿泊） 4/11、12
（八幡本町）

21 近江 豊満大膳殿 3（訪問） 4/12、13、14

22 近江 岡村常以殿 1（訪問） 4/12、
（舟木村）

23 近江 油屋作兵衛殿 2（画）、1（宿泊） 4/13（宿泊も）、14
（八幡山寺内町）

24 大坂 道具屋勝兵衛（道勝）殿 5（書画見物・模写、馳走になる、 4/19、20、22、27
（伏見町、道具商） 今橋通別荘訪問、京都御庭被見） 6/7、

25 大坂 定助殿 2（面会、訪問） 4/19、20、

26 大坂 播磨屋弥助方 4（宿泊） 4/19、20、21、23

27 大坂 蔵屋敷 3（訪問）、1（宿泊） 4/20、26、5/22
（中ノ島）

28 大坂 蔵屋敷作右衛門 1（宿泊） 6/4、

29 大坂 吉野五運殿 2（訪問・模写） 4/22、25
（鰻谷、薬種問屋・人参三臓圓）

30 大坂 小西新六殿 2（宿泊） 5/11、6/24
（安治川、廻船問屋/伊丹小西家の分家）
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高橋佳奈氏論文（註(5)）中の『癸巳西遊日記』翻刻をもとに作成した。 
茶色は筆者が加筆した。 

*『癸巳西遊日記』で「○○へ行」「○○へいたる」は（訪問）、「○○に面会」は（面会）と記し
た。 

*名前の後ろに敬称（殿、氏、様）がついているものは、その通りに記した。『癸巳西遊日記』で
は、初出の場合のみ「殿」とつけ、その後は略して書かれているケースが多い。 

地域 名前　（　）内は住所・職種 訪問回数・目的 日にち

31 伊丹 加嶋清右衛門殿 1（画） 5/17、
（酒造業）

32 伊丹 難波屋平兵衛殿 1（画） 5/17、

33 池田 山城屋次郎右衛門殿、繁太郎殿 5（訪問、画幅被見・模写、見物）、 4/28、29、30、5/3、6/29
（池田、酒造業） 3（宿泊） 4/29、30、5/3

34 池田 大和屋庄左衛門殿、隠居春眠殿、 2（面会・訪問・画、模写） 4/29、5/2
又七郎殿　（池田、酒造業） 1（大三郎より使いが来る） 5/3、

35 伊丹 小西新右衛門殿、新之助殿、 10（宿泊） 5/4、10、13、20、23、29、
安右衛門殿　（伊丹、酒造業） 6/1、2、3、26

1（書画披見・模写） 5/5、
1（大坂見物、淀屋橋にて安右衛門と面会）6/4、
3（画） 6/26、27、28
2（餞別酒宴・扇町別荘及び中山寺そば） 6/28、29

36 伊丹 津国屋勘三郎殿 1（訪問、模写） 5/9、
（伊丹、酒造業）

37 姫路 河合様 （訪問） 7/5～8/7御城門泊
（姫路御城門、家老）

38 姫路 三木助右衛門殿子息定之助殿 （江戸状受取） 7/5、
（姫路御城門）
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図 1 鈴木其一《朝顔図屏風》左隻 メトロポリタン美術館

図 2 鈴木其一《朝顔図屏風》右隻 メトロポリタン美術館

図 3 尾形光琳《燕子花図屏風》 根津美術館
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図 4 尾形光琳《八橋図屏風》 メトロポリタン美術館

図 5 『光琳百図後編』部分 《青楓朱楓図》東京藝術大学附属図書館

図 6 酒井抱一《青楓朱楓図屏風》 個人蔵

図 7 鈴木守一《富士図屏風》 岡田美術館
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図 9  
鈴木其一 
《白椿に薄図屏風》右隻
フリア美術館 
(茶色線は筆者記入) 

図 8 抱一画と其一画の色彩の呼応 （茶色線は筆者記入） 
 上 酒井抱一《夏秋草図屏風》東京国立博物館 
 下 鈴木其一《夏秋渓流図屏風》根津美術館 
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図 10  
鈴木其一 
《桜・銀杏図扇面》 
個人蔵 

図 11 
《白椿に薄図屏風》左隻 
フリア美術館 

図 12 
《朝顔図屏風》部分 
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図 14 『朝顔三十六花撰』部分  
千葉大学附属図書館 
（第 2 次変化朝顔ブームで作られた変化
朝顔の例） 

図 15 歌川豊国 
《三代目坂東三津五郎の朝顔うり  
花かつみの三五郎》 個人蔵 

図 13 左斜め前から見ると３本の対角線が現れる (茶色線は筆者記入) 
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 図 16 狩野山雪《朝顔・鉄線図》妙心寺天球院襖絵 

 図 17 俵屋宗理《朝顔図》メトロポリタン美術館 

 図 18  
 円山応挙《朝顔図》相国寺 

図 19  
 円山応挙《朝顔狗子図杉戸》 
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図 23 『朝顔の精夢現記』雑花園文庫 

図 20 
『花壇朝顔通』 
部分  
北井義秀氏蔵 

図 21 
『牽牛品類図考』部分  
国立国会図書館 

図 22 
『あさかほ叢』部分  
国立歴史民俗博物館 
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図 27  
鈴木其一《秋草図屏風》 出光美術館

図 28  
鈴木其一《秋草図屏風》 出光美術館 

図 24  
鈴木其一《向日葵図》畠山記念館 

図 26  
野生型朝顔 

図 25  
鈴木其一《秋草・月に波図屏風》部分 個人蔵
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図 29  
鈴木其一《朝顔図》 
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